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※本検討会の内容は令和６年度地域保健総合推進事業において2回の検討を

行っています。



本日の内容

• はじめに

• 2040年の状況

• 今後の必要な取り組み

• まとめ



はじめに
• 令和5年度地域保健対策・保健師活動ワーキング
グループにおいて2040年を見据えた保健活動のあ
り方等について検討が行われた。

• 私見を含めて、その概要等を紹介したい。

https://pubpjt.mri.co.jp/pjt_related/wg-hoken/index.html



令和6年度保健師中央会議でも解説

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_41971.html
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2040年の状況

• 自治体職員・保健医療従事者の不足

• 自治体の規模等の格差拡大

• 単独世帯の増加

• 外国人の増加

• 個人や世帯が抱えるリスクの多様化

• 多死社会（死亡数の増加）

• 地域での支え合い機能の弱体化

• 地球温暖化による災害の激甚化・多発化
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• まとめ



地域資源との連携

• 自治体職員・保健医療従事者の不足（2割減）

• 個人や世帯が抱えるリスクの多様化

↓

• 自治体・保健医療専門職だけが頑張って対応
するのは無理

• 多様な企業・住民組織・関係機関等との連携

• 地域資源の掘り起こし



効率的・効果的な活動

• 自治体職員・保健医療従事者の不足

• 個人や世帯が抱えるリスクの多様化

↓

• 地域診断に基づくPDCAサイクルの実施

• 情報通信技術（ICT）の活用

• 保健師の活動を支える体制整備



新しい課題への対応

• 個人や世帯が抱えるリスクの多様化

• 地球温暖化による災害の激甚化・多発化

↓

• 分野横断的取組やより幅広い層への支援

• 予防的取組の充実とともに地域包括ケア・地
域で看取るシステムの構築

• 地域に軸足を置いた取組・個別課題から地
域課題への視点及び活動の展開

• 創造的に保健活動に取り組むこと



常に新しい課題への対応



新しい課題への対応

• 住民、地域の課題に向き合う

• 新しいアイディアの創出

• 種々の取り組みの収集

• 対応の選択肢の整理、意思決定



自治体間格差の縮小、人材確保

• 自治体の規模等の格差拡大

↓

• 小規模自治体支援の充実



人材確保

• 都道府県から市町村への派遣、人事交流

• 広域での一括採用、その他の新時代の制度 など

（ワーキングでの議論より）

• 戦略的な人材確保計画の策定

• 応募者の確保策（採用）

• 多様な人材の確保策

• 定着・育成の推進策

• 自治体・保健師の魅力発信 など

（日本看護協会．自治体保健師の人材確保ガイド，2020．）



人材育成

• 自治体職員・保健医療従事者の不足

• 個人や世帯が抱えるリスクの多様化

↓

• 人材育成・人事交流（詳細は次ページ）



人材育成の方策
• 研修

• OJT （特に、住民に育ててもらう）

• 振り返りの機会・プリセプター

• OB・OGの活用

• 自己学習

• ジョブローテーション

• 人事交流（都道府県と市町村・国、民間企業）

• 保健所＋市町村を含めた人材育成

• 専門職＋事務職の人材育成



保健師の活動を支える体制整備

平成25年度の保健師活動指針での検討
• 地区担当制の推進
• 横断的な組織体制の整備
• 統括的保健師
（＋総合的なマネジメントを担う保健師）

ヒアリング調査での意見
• 他職種との業務分担・連携
• 複数担当制・チーム制
• バックアップ、スーパーバイズ
• 組織内連携・情報共有
• 都道府県保健所等による市町村支援



保健師の役割強化

• 地域ケアシステム構築

◆ 医療介護連携等、医療との繋ぎ

◆ 市町村格差が生じないように支援

• 戦略的な保健活動を推進

◆ 地域の課題・ニーズに沿った施策を推進

• 保健所保健師の役割

◆ 広域的・医療的に係る対応

◆ 管内市町村の課題の抽出、助言や支援



統括保健師のあり方

• 統括保健師間のネットワークが有用

• 都道府県等の統括保健師が、（小規模）市町
村等の統括保健師をサポート

• 分野横断的な地域保健課題への対応

• 地域の実情を把握し、地域をデザインし、事
業化・施策化

• 研修体系を確立して、意図的に育成



総合的なマネジメントを担う保健師

• 健康危機に係る業務だけでなく、地域資源を
把握し適切に連携させる

• 平時に人材育成を担当

• 災害対応部署へのジョブローテーション

• 複数人でチームとして機能、次世代育成にも
なる
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まとめ

• 地域資源との連携

• 効率的・効果的な活動

• 新しい課題への対応

• 自治体間格差の縮小、人材確保

• 人材育成

• 保健師の活動を支える体制整備

• 保健師の役割強化

• 統括保健師のあり方

• 総合的なマネジメントを担う保健師



参考資料



https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000184346.html

断らない相談支援

制度・分野を超えた連携が重要



健康格差対策の７原則

医療科学研究所 http://www.iken.org/



地域資源の把握

• 地域資源とは、住民組織、民間
企業や団体、保健医療関係者、
保健活動に係るキーパーソン等
を指し、

• その他、自然環境や建造環境
（施設や道路等）、文化、行事、
特産品等も含まれる。

データヘルス計画策定の手引き p18

26https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_32950.html



スーパーと連携した減塩ワゴンの設置

新

重症化予防事例検討会の振り返り



自治体間格差の縮小（静岡県での事例）

• 見える化（課題共有）
◆ 死亡、特定健診、食生活等をマップ化

• 方針の明確化
◆ 県東部地域の課題解決の必要性明確化

• 人材育成
◆ 研修会、スキルアップ事業等

• 県と市町村、大学との連携（組織間のソーシャルキャピタル）
◆ 県と市町村の共同事業、人事交流、大学と連携した展開等

• 全県の事業と地域に特化した共同事業 （配慮ある普遍的対策）
◆ 重症化予防・高血圧対策等について全県での事業＋地域に特化した展開

• 子どもへの対策（ライフコース）
◆ 教育体制への支援、子どもに働きかける受動喫煙防止対策劇など

尾島俊之．健康格差対策への公的取り組み．日本医師会雑誌. 2023; 151(10): 1775-1778.



住民組織との連携（熊本市）

8020推進員

• 当初は行政の手伝いを
依頼

• 活動に共感してくれる方
を地域の宝として発見

• 劇団、フッ素洗口の実現
など、推進員の発案・調
整による活動が展開

• 推進員育成講座の簡素
化、推進員による勧誘な
どで推進員数が増加

https://roasso-k.com/home_town/detail/614

推進員の育成数



コロナ対応において、

保健所等が医療、大学等と連携



• 市町村、医療・介護関係者等で、ワールドカ
フェ方式の意見交換等

• ICTとして、LINEを活用

• あったかふれあいセンター（小規模多機能
支援拠点）を展開



• 全世代型完全地区担当制を導入

• 相談しやすい体制となった



• 保健所保健師が、受け持ち市町村へかか
わる体制（地区担当制）

• 地域統括保健師の技術次長が、地区担当
保健師等をサポート



尾島俊之．人口減少社会における公衆衛生上の課題と保健師活動．
保健師ジャーナル. 2025; 81(1): 10-16. 
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